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機械化会計の性格
中辻卯
I 会計情報
機械化会計の性格を検討するために，まず最初に取り上げねばならないの
は，そこにおいて取り扱われる「会計」，あるいは「会計情報 (accounting
information)の概念である。しかしこの場合，ただそれのみでは不十分であ
り，さらに「機械化会計」で表現される内容と，「事務機械化」ないしそれの
質的発展として考えられる「経営機械化」の意味する内容との，あるいは
「会計情報」と「経営情報 (managementinformation)」との関連および差異
を明確にすることが絶対に必要である。
この点の理解のための一つの指標として，まづ，アメリカ会計学会 (An1e-
rican Accounting Association)の1966年の「基礎的会計理論の報告書 (AAA
A Statement of Basic Accounting Theory, 1966)」を取り上げてみる。
それによると「会計とは，情報の利用者が情報にもとづく判断や意思決定
を行うことができるように，経済的情報を確認し，測定し，そして伝達する
プロセスである (p.I)。」とまず最初に定義し，「この定義は，会計理論の他
の報告書で示されたものよりも広義である。会計情報は必ずしも取引データ
にのみもとずく必要がないことを意味し，そして会計情報に対する基準（目
的適合性，検証可能性，不偏性，計量可能性）に合致しさえすれぽ，非取引
データによる種々のタイプによる情報をも示すだろう (p I)。」 と述べてい
る。
特に第四章「内部経営者のための会計情報」において，「伝統的モデルから
の会計情報」と別個に，「伝統的モデルから分離して提供される会計情報」に
ついて取り上げ，「会計は，なおその範囲と重要性に関して発展しつづけるこ
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とを認め，委員会は，会計の重要な部分として認識されたこの研究で設定さ
れた基準に適合するものであれぼ，それが未来を取り扱うものであろう
(projected)と，過去の資料であろうと，あるいは評価が単一の数値であろう
(single-valued) と，確率的であろうと，他の用語による表示であろうとにか
かわらず，経済的資料の収集と処理は，会計機能の結果によるものと考えら
れる。」と提案している (p 59)。
そして第五章「会計理論の拡張」において，会計の概念的基礎に関して，
つぎのような結論を与えている。 「本質的に，会計は一つの情報システムで
ある。もっと正確にいえば，それは有効な経済的運営の問題にたいする一般
的清報理論の適用である。それはまた，計数的に表示された意思決定的情報
を提供する一般的情報システムの主要な部分を構成する。このような意味で，
会計ほ，経営主体の一般的情報システムの一部であるとともに，情報概念に
よって限定された基礎的領域の一部でもある (p64)。」
このように，外部の各種利害関係者および企業の経営者にたいして，有益
な会計情報を提供するという，「情報提供のための会計」，または「情報シス
テムとしての会計」にその焦点が合わされている。特に，この報告書が構想
している将来の会計理論の拡張ほ，会計情報の伝統的なものにとらわれない
(1) 
で，他の情報領域との接触をはかるという方向にあることは明らかである。
われわれもこの考え方を肯定する立場にあるが，しかし問題は， ここで
「機械化会計」として考察する場合，あるいは「会計としてとらえる以上，
一般情報システムと会計情報システムの関連および差異が明確にされねばな
らないということである。……絃に会計学の立場からの課題が与えられてい
(2) 
るように思うのである。」
また「企業会計の問題が，全般的な経営情報の一部として扱われることか
ら経営情報理論のうちに吸収され，ひいてほ会計学の特質が見失われはしな
(1) 黒沢清他著「これからの企業会計（新しい会計学第 1巻）」（昭42. 日本経営出
版会），青木茂男稿「経営者のための会計情報」（会計91巻4号），溝ロー雄稿「管理
会計の本質をめぐって」（会計92巻3号）。
(2) 青木茂男稿前掲論文。
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いかという根本的な問題が表面に出てくる。会計学が自らの存在理由を明ら
(3) 
かにするには，その固有の方法についての自覚が必要である。」
AAAの報告書の如く，「会計情報の性格を律する四つの基準ほ，結局，経
済情報のうちから会計情報を抽出する：：：：ふるい：：：：の役目を果たし，見方をか
(4) 
えれば，経済情報を会計情報に翻訳する基準とみることができる」というよ
うに相当広義に会計情報を解釈することもできるであろう力；，あまりに広義
に解するときは，「かえって会計本来の役割をあいまいなものにし？会計の本
(5) 
質を見失うことになりかねないと危ぐされる。」
しかし，それとほ反対に「会計とは，財務的な性格を少なくとも部分的に
もっている取引および事象を，有意義な方法を用い，かつ，貨幣額によって，
(6) 
記録し，分類し，要約するとともに，それらの結果を解釈する技術をいう。」
と解するのは，いわゆる財務会計以外の会計領域の現在および将来の発展を
考えた場合の会計情報の性格の内容を示すものとしてほ狭義にすぎる感があ
る。
これらの相対立する両端の見解，特に前者に対して，わが国の学会に於て
も，種々の意見が展開されている。
溝ロ一雄教授は，「それが会計情報であるためには，やはり究極的において
『貨幣的評価』がなければならない。」 そして，ここで「貨幣的評価」ほ
「貨幣的表示」とは同一物ではなく，また必ずしも貨幣的表示を要しない。
「その数量が物量とか時間といったような原単位的なものであっても，必要
に応じてこれに一定の評価を与えることによって貨幣的評価をうけることが
(3) 溝ロ一雄稿前掲論文。
(4) 青柳文司稿「会計の諸基礎」（企業会計19巻 1号）。
(5) 小林健吾稿「管理会計の領域と体系」（会計92巻 3号）。
(6) AICPA, Accounting Research Study No. 7では， 1941年のこの定義をつぎの
ように改訂している。
「会計とは，実体の管理と運営のため，ならびに受託責任および他の責任の遂行上
提供すべき報告書の作成のために必要な，財務的な性格を少なくとも部分的にもっ
ている取引および事象についての信頼しうる有意義な情報を組織的に把握し，承認
し，記録し，分類し，処理し，要約し，分析し，解釈し，伝達することに関する知
識体系および職能をいう。」
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可能であれば，それは広義の会計情報たりうると思う。そこには，収益・費
用•利益の関連，あるいは投資と利益の関連についての思考が働いているの
である。いわば『貨幣的評価』とは，経済性の計慮を端的に表現したものに
(7) 
ほかならない。」 と言われる。
(8) 
井尻雄士教授の見解は次のようである。
会計は，経営活動がその企業の支配下にある経済財にどういう影響を及ぽ
したか，すなわち活動がもたらした結果の経済財の変動を増分と減分（ある
いは産出と投入）という形で記録することに基本的性格がある。計算以前に
まずどの財とどの財とが交換されたかを認識し，評価というものはそのあと
から計算されるものであるから，貨幣的評価がなされているかどうかは，派
生的な問題である。貨幣的評価が為されていないものは，会計情報ではない
とする考え方は，あまりに狭すぎる。しかもこれはあくまで現在会計情報と
考えられているものの基本的性格を抽出したにすぎないものであって，会計
の発展性と将来性とを考えた時，固定したものと考えず，もっと発展性のあ
るものとして解釈する。
日本会計研究学会の「昭和42年度会計教育特別委員会報告書」（会計94巻 1
号）に於ても，特にトータル・インフォメーション・システムにおける会計
の領域を定めるにあたり，委員の間でも見解の一致を見ることができなかっ
たので，消極論と積極論とを対比した形で説明が行われている。
その他，伝統的情報ヽンステム（サブシステムとして①責任会計システム
②収益性会計システム ⑧クリテカル・パス計画およびスケジュール情報シ
ステムを含む。①，②が会計システムに該当する。）を「封鎖システム (closed
(9) 
system）」と特質づける T.R．プリンス，会計情報システムまたは財務情報シ
ステムと人事情報システムとロジスティックス情報システムに分けて説明す
(10) 
るディアデン・マクファーラン，会計理論の体系を会計原理，会計制度，会
(7) 溝ロ一雄稿前掲論文。
(8) 井尻雄士稿「会計的測定と会計情報」（会計93巻 2号）。
(9) T. R. Prince, Information Systems for Management Planning and Control, 
1967 (Irwin)，黒沢清稿「明日の会計のために」（企業会計19巻 1号），西沢脩稿
「会計情報システムとしての企業会計」（会計93巻 4号）。
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(11) 
計技術の三つの側面より把握説明する岸本英八郎教授，すべての社会的・経
済的情報のうちで，特定の実体に関係のある情報を経営情報，そのうちで，
経営管理に関係のある情報を管理情報，さらにその情報のうちで，数量化可
能性のテスト，および確実性のテストに合格したものを会計報情と段階的に
(12) 
区分する吉田寛教授，「電子計算機によって財務に関する予測・計画・管理を
体系的に，かつ多面的に行ない，情報を提供するシステム」を会計情報シス
(13) (14) 
テムとする矢矧晴一郎氏，その他種々の研究が行われている。
われわれも電子計算機の開発と利用の拡大によって「経営情報」の質的発
展をむしろ積極的に認識せんとする立場にあるが，いまここでは，あくまで
「会計情報」という限定された概念づけの必要から，最大限，溝口教授の如
き枠づけの必要性を認めようと考える。 「会計情報」という枠づけをする限
り，財務会計以外の領域において，最近の新しい技術的発展を考慮に入れて
論ずる場合にも，その土表の内で考えるという限定は当然生れてくる。ただ
その枠づけが将来とも必要かどうかほ，これまた別問題であって，この点に
(10) J. Dearden and F. W. McFarlan, Management Information Systems, 1966 
(Irwin)，村松林太郎，島田照代共訳「経営情報システム」（昭42.建吊社），小野二
郎稿「会計情報における物量と価値」（企業会計20巻5号）， J.Dearden, Computers 
in Business Management, 1966 (Irwin) pp. 117 ~ 133. 
(11) 岸本英八郎著「経営情報システム（第15章機械化会計の問題構造とその歴史的
展開）」（昭41. 中央経済社） pp.211 ~ 233. 
(12) 吉田 寛稿「会計情報システムの経営における位置」（産業経理28巻 8号）。
(13) 矢矧晴一郎著「会計情報システム」（昭43. 東洋経済新報社） pp.1 ~22. 
(14) 奥村誠次郎編「企業会計と経営科学」（昭38. 培風館） pp.62~64. 吉村成弘
著「EDP会計の基礎」（昭43. 日本経営出版会） pp.20~27, 282~284. 品田誠
平他共著「コンピュータ会計情報」（昭43. 中央経済社） pp.3~4, 9~ 13. 青柳文
司稿「会計理論の拡張と将来」（会計91巻 4号），長松秀志稿「会計情報の性格」（会
計91巻 6号）， 岡本清稿「管理会計における情報と測定」（会計93巻 2号），中原
伸之稿「会計情報の現状・将来」（企業会計20巻 5号），木村一嘉稿「EDP会計情
報システムの確立とその問題点」（実務会計 3巻 9号），日本会計研究学会関東部会
「会計的測定と会計情報」（企業会計20巻 2号），「会計情報とMIS」（企業会計19
巻 5号），「会計情報システムの現状と問題点」（実務会計3巻 9号），「会計情報シス
テムについて」（産業経理28巻 8号）。
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． 
ついてはわれわれはむしろ否定的である。
]I 会計機械の種類と特長
会計機械は大きく三つの種類に区分される。すなわち，加算機，金銭登録
機，記帳式会計機などを含む卓上式計算機と穿孔カード方式 (punchedcard 
system-PCS) と電子計算組織 (electronicdata processing system - EDPS) 
(1) 
である。そして最近の傾向としてほ，一方，卓上式計算機に多くのコントロ
ール装置をもつ多能式の高度のものが使用されるようになって来たのと，他
方，低廉な小型の電子計算機が開発されたことにより，戦後逸早くわが国の
多数の大企業で導入された穿孔カード方式が，一部電子計算機の補助装置と
して残存する以外ほ，急速に姿を消しつつあることと，さらに電子計算機に
ついてほ，高度に発展し（基本素子の超小型化，オンライン・リアルタイム
方式の進展，ソフトウエアの整備），かつ急速に普及しつつあることである。
これらの会計機械にみられる共通の特色は，程度の差はもちろん存在する
が，大量処理による人件費節減，正確性，精巧性の発揮，不正誤謬の防止，
さらに迅速性，総合性による管理資料の作成の可能性が経営管理の高度化を
促進したことである。
さらに簿記，会計の面に限って考察する場合，これらの機械処理が加わる
ことによって，従来の伝統的簿記的処理過程（仕訳帳→元帳→試算表→決算
(2) 
諸報告書）に変化が生じつつあることである。
ここでは論題の性格上，主として後者の問題に関して検討する。ただし，
われわれは，この問題は，処理過程の技術的変化の問題であって，会計の本
質的変化をもたらす問題とは考えない。
まず卓上式会計機を使用する場合，従来の手作業手順，あるいほ（ワンラ
(1) W. M. Carrithers and E. H. Weinwurm, :Business Information and Accoun-
ting Systems, 1967. (Charles E. Merrill) pp. 141 ~ 185. W. B. Meigs and C. E. 
Johnson, Accounting, 1967. (McGraw) pp. 254~263. 
(2) 伏見章著「最新機械簿記」（昭41. 中央経済社），大塚俊郎著「機械会計入門」
（昭42. 中央経済社），岸本英八郎著「経営機械化の発展」（昭36. 中央経済社），同
上著「経営情報システム」（昭41. 中央経済社）。
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イティング方式による）伝票式処理手順にそのまま結合させる方法をとるこ
(3) 
とも可能であるが，その場合には，若干の人件費節減，正確性，精巧性，迅
速性の向上はあっても，それ以上の質的変化は認められない。しかし一般に
卓上式会計機を最初採用する場合には，そうした簿記的処理のみの機械化か
ら出発するよりも，特定の業務，例えば販売業務，仕入業務，倉庫（在庫）
(4) 
管理，給与計算等の機械化処理から出発することが多い。それらの該当業務
における（管理）資料作成の必要条件の方が高いと考えられるからである。
この点簡単な会計機の利用目的についても，単に人件費節減，正確性，精巧
性の評価の面よりも，管理目的の重要性の面を高く認識する必要がある。例
えば販売業務では，売掛金請求事務と関連させて売掛金管理表，販売統計表
をとったり，仕入業務では，仕入日報とともに買掛金元帳や支払明細表を同
時に複写作成したり，また出庫・入庫伝票の設計を考慮することにより，そ
れらをそのまま活用して在庫帳に使用したりすること等がある。
ただこれらの場合，従来は補助簿的な性格とみなされたものが，より効果
的に活用されるようになる点は重視すべきであるが，それらと同時平行して，
仕訳帳，あるいはそれにかわるべきものが作成されるのが通常である点，従
来の簿記的処理方法に大きな変更をもたらしていない。
これに対し，穿孔カード方式は，一定規格の穿孔カードを人力媒体として，
穿孔機 (keypunch)，検孔機 (verifying)，分類機 (sorter)，照合機 (collator),
翻訳機 (interpreter)，集団複写穿孔機 (reproducingand gang punching)，会
計機 (tabulator)，計算穿孔機 (calculatingpunch)の組み合せによって構成さ
れるものであるが，穿孔カードの内容が，最初から勘定科目以下の日付，商
品コード，単価，数量，金額，得意先名（又はコード）等の単位記録 (unit
record) で穿孔されており， それらの最小単位にもとづいて分類，計算，集
計，再分類，照合などの作業を機械的に，主として配線盤 (controlpanel)の
配線を組み変えることによって，一組のカードから種々の特色あるリポート
を自動的に作成できる点，さらにこのシステムの中心となる会計機が，本来
(3) 伏見章著前掲書 pp.61~77. 
(4) 伏見章著前掲書 pp.78~202. 大塚俊郎著前掲書 pp.85~94. 
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作表機 (tabulator) と呼ばれる如く，統計機的性格のものとして誕生した
（会計機としてはむしろ非能率的な機械群である）点を重視する必要がある。
それ故，穿孔カード方式の効果的な活用は，統計的操作を必要とする管理
資料の作成にあり（例えば販売カードから，販売明細表，得意先別売掛金一覧
表，販売員別月別あるいは商品別地域別取引高一覧表，請求明細書等を作成
したり，また金額欄の位置をまったく異にして穿孔されている別々の材料費
カード・労務費カードをいつしょに会計機にかけ，これを工程別に同一欄に
計算表としてあらわしたりするのに便利である。もちろん会計諸帳簿を作成
することもできるが，本来バッチ (batch)処理に適しているので，取引発生
ごとに記入するには適さない），卓上式会計機の場合と異り，簿記的処理が後
退するか（統計表から元帳への一括転記，あるいは統計表をそのまま元帳に
利用），あるいは別個に手作業，卓上式会計機で簿記的処理を並行して行うこ
(5) 
とになる。
このように「会計機械化」よりも「経営機械化」の性格が濃厚になるにつ
れて，管理面の利用効果の点は問題なく発揮されるが，簿記的処理方法には，
前記の如くある程度の影響を与える場合もあらわれるようになってくる。
さらに電子計算組織による場合については節を改めて検討する。
il EDPSと簿記
(1) 
電子計算組織 (EDPS)の詳細な点は別として，ここで最少限必要なこ
とは， EDPSの特長を理解し，その上で簿記との関連を考えることである。
電子計算機は，大容量の記憶装置をもち，あらかじめ必要なプログラムを
作成し，それに記憶させてあれば，データを読み込ませた後は，人間の判断
および手操作の介入を必要とすることなく，プログラムによって与えられた
命令どおり，処理を自動的，連続的に，しかも高速度で遂行することである。
このように電子計算機ほ，超高速であるということと，しかし一方，あらか
(S) 拙稿「穿孔カード方式について」（商学論集6巻 3• 4合併号），伏見 章著
前掲書 pp.205~206, 213~233, 253~319. 大塚俊郎著前掲書 pp.97~108. 
(1) 拙著「ホワイトカラーのための電子計算機入門」（昭42.青山書店）。
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じめプログラムを作成しておかなければ何もできないという点が重要である。
それ故，超高速で処理することにより効果の発揮できる作業（①数学的な，
また論理的なオペレーションを非常にはやい速度で遂行するので，多数の相
互作用のある変数をもつ問題，例えばリニャー・プログラミングのような問
題を解決する場合，Rまた反復的なオペレーションに対しても最も効果的に
適用しうるので，あらゆる決定を予想するための確率的要素を多分に含んだ
数学的モデル，シミュレーション・モデルで，同じようなオペレーションを
繰り返し計算する必要のあるような場合，⑧さらに大量発生の資料を正確に
(2) 
処理する必要のある場合）が存在することが絶対必要条件であり，他方，プ
ログラムを能率的に作成することが問題となる。
このような特色を発揮し，データの一貫処理，多重展開を狙うためには．
穿孔カード方式の場合以上に，単なる簿記的記帳事務を直接機械化すること
から出発するより，他の経営的．管理的効果の追及を目的とした機械化から
ほじめ，附随的，派生的．迂回的に簿記的会計的帳票の作成が行なわれる場
(3) 
合が多くなるのは当然である。そしてそのことはまた． EDPSの場合には，
「会計機械化」よりも明確に「経営機械化」の段階となり，経営情報のうち
の会計情報の範囲の限定づけがより困難な（会計の）問題として出現する。
まず前の点について検討する（後の点はV節）。
電子計算機を導入した場合，最初特定のライン業務から着手することが多
く，一般会計中心に機械化することはほとんどない。 「生産，販売，購買，
在庫などのライン業務の機械化が着実に進行し．一定の段階に達した場合．
そこから得られるデータを，会計のJレールを適用して加工することにより，
(4) 
財務会計の機械処理が達成される。」 ラインの機械化が出来上ることそのこ
とが，会計の機械化に連結される門を開くことになる。例えば，販売部門の
(2) John Dearden, Can Management Information Be Automated. (H. B. R.) 
1964, March-April.拙稿「トータルシステムに関する一考察」（商学論集10巻 6号）。
(3) 日本会計研究学会「会計教育と EDP」（会計94巻 1号） pp. 119~ 123.経済
団体連合会「電子計算会計に関する調査（昭和42年 7月）」（経済資料 No.246), 
居林次雄稿「EDP会計の実態調査結果」（実務会計 3巻 9号）。
(4) 久保一陽稿「財務会計とEDPS」（企業会計19巻10号）。
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業務を機械化するときは，売上元帳，得意先元帳，請求書の作成が，管理資
料である各種の販売統計，受注管理および在庫調整資料，将来の販売計画な
どの系列化されたシステムの一部として設計される。同様に，購買関係の機
械化で，買掛金，原材料費等資材関係の勘定仕訳を，人事・労務・厚生・教
育訓練•その他の労務関係の機械化とともに，給与，退職金，福利厚生費，
社員年金，出張費，未収入金勘定の処理を，総務関係からは，株式費，備品
消耗品費，通信費，交通費等の経費関係の勘定処理を，生産関係の機械化か
ら，燃料費，電力費，設備減価償却費，その他種々の原価計算関係の勘定科
(5) 
目の処理が行われる。
このように電子計算機による機械化の場合には，会計機械化の問題以前に
経営機械化の問題が重要課題となるが，ここでは論題の限定された範囲にお
いて，（1）各業務データから会計データヘの自動的転換，すなわち「仕訳の自
動化」と，（2）自動仕訳されたデークをさらに整理するときに， 「行列簿記
(matrix book-keeping)」の利用効果の問題が検討される必要がある。
ここでは前者について簡単にふれ，後者についてほ節を改めて説明する。
機械化されている各系列の取引に関連するカードに記入されている特定情
報なり仕訳指標を，機械に判定させて，人間が行なうのと同じ仕訳を計算機
に行なわせる（インプットではなく，アウトプットになる）。 この仕訳判断
のための情報を，システム設計上，とくにコード体系編成上，総合的観点に
(6) 
立って，十分に配慮する必要がある。
また機械化されていない業務においては，発生した原始証ひょう（仕訳伝
票ではない）にもとづいてカードを作成し，カードの特定項目の判定によっ
て機械仕訳することほ可能である。さらに繰延資産，前払費用，前受収益等
(5) 肥沼幸男著「EDP会計の仕組みと実際」（昭43. 日本経済新聞社） pp.9~12. 
南沢宣郎稿「会計学とMIS」（産業経理28巻8号）。
(6) 吉村成弘著前掲書 pp.129~ 138. 肥沼幸男著前掲書 pp.53~70. 石田甫稿
「宇部興産と UNIVAC1050, 1004」（実務会計 3巻5号），同上稿「EDP会計処
理の実務」（実務会計 3巻9号），西岡正義，長谷川栄稿「EDPにおけるデータの
自動転換の具体例」 ('67経営機械化シンポジウム） pp.62~72. 木村一嘉稿「行
列簿記とEDP処理」（実務会計4巻5号），久保一陽稿前掲論文。
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の整理段階の処理に該当する一番簿記的認識と思われる処理も，摘要欄に期
間，元金，利率等の基礎資料があれば，人手で行う必要はない。
この自動仕訳の効果について，石田甫氏がつぎのように述ぺられる点は非
常に重要な指摘である。
「自動仕訳のメリットの第ーは，月次決算のスビード化という実務上の効果
に求められる。 EDP室から遠距離の事業所，支店にアウトプットを提出し，
そこで起票される仕訳伝票がインプットされるまでのタイムラッグが完全に
節約できるからである。第二点は会計処理の全プロセスの自動化である。取
引は発生原点から原始データの形でダイレクトに機械室ヘインプットされ，
そのまま機械処理によって最後の貸借対照表，損益計算書への変換が行なわ
れる。その間人手の介入を一切要しないという点で，縦貫的な一貫処理の自
動化といえるであろう。この人手による簿記仕訳というハードルの跳躍と，
薄記のマトリックス処理とが，会計のオンラインリアルクイム処理の必要条
件となると思われる。
最後に考えられるのほ，機械仕訳が会計クラークの思考様式に与えるイン
パクトである。会計の機械化が進展してもそれは分類，集計，記帳作業の機
械への代替であって，仕訳判断は人間に残るという培われた思考原型自体が
反省を強いられることになろう。人間に残るのは全体としての会計システム
の設計であり，又会計政策の選択決定のアウトプットの評価判定であって，
それ以外のプロセスではないこと，これが仕訳の自動化のもつ最も重要な合
(7) 
意かも知れない。」
さてここで自動仕訳と共に問題となるのは， EDPSで行なわれた自動仕
訳の明細をどのような形で，すなわち逐一仕訳帳の形式でアウトプットする
か，すぐ元帳に転記された形でアウトプットするか，あるいはそのまま行列
簿記の形で処理するか，さらにそれらも見読可能な形でプリントアウトする
か，磁気テープ，磁気ディスク等に磁気記憶された形で記録するかというこ
とである。
それらは薄記における仕訳帳，元帳の役割，簿記の帳簿体系全体に関する
(7) 石田 甫稿前掲論文（実務会計 3巻 9号）。
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本質的性質に関係する重要問題であり，また実際問題としては，商法および
(8) 
法人税法にもふれることになるという課題である。われわれとしては結論的
にほ，仕訳帳の消滅，総勘定元帳の変形を考えるが，詳細な検討は別の機会
に行う。
N EDPSと行列簿記
行列簿記 (matrixbook-keeping)の諸特点については，高寺貞男教授が以下
(1) 
のように指摘されている。
行列簿記の第 1の利点は手数と時間の節約 (1個の取引に就き常に唯 1個
の記帳）であり，、重要な第 2の特色は，よくおこる簿記上の誤謬の機会（貸
借不均衡記入，またほ貸借いずれかの一方的記入）の排除にある。基本的に
ほ，これらの利点は行列簿記が，その名の示すように，単ー記入を可能とす
る行列形式を採用していることに由来するものである。
さらに重要な特長は， 1表にして普通の複式記入簿記における元帳・試算
表および貸借対照表と損益計算書の 4者を兼体するという点である。
これに対して短所として，（1）取引が複雑になり，勘定科目が多くなるにつ
れて行列表が大きくなること，（2）各種の取引にたいして，記入場所ほ，行と
列の交差する桝目として唯 1個だけしか用意されていないので，期間中に何
回となくくりかえしてひんばんに発生する取引の記録に対する難点があげら
れる。
これらの欠点に対し，（1）統括勘定あるいほ若干の諸口勘定に相当する行と
(2) 
列を挿入する方法やその他特定の道具を使用すること，（2）カード式伝票ある
いはベクトル形式仕訳伝票を用いて，合計転記する方策を用いることによる
(8) 吉村成弘著前掲書 pp.47~63, 136~138, 177~180. 郷原弘稿「二重性概
念の克服」（実務会計4巻 5号） p.43. 日本電子計算開発協会「電子計算機利用度
向上に伴なう税務調査関係証憑取扱いに関する要望書（案）」（昭41.4)，元木文男
稿「EDP会計と税務」（実務会計 3巻 9号）。
(1) 高寺貞男著「簿記の一般理論」（昭42. ミネルヴァ書房） pp.200~206. 
(2) 越村信三郎著「行列簿記のすすめ」（昭42.日本経済新聞社） pp.64~65, 171~ 
172. 
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解決策が普通考えられるが，ここではさらに電子計算機の使用を念頭に置い
て考えてみる。
(3) 
行列簿記の長所は，電子計算機の利用によってさらに発揮されうる。 「か
りにカードでインプットするにしても，カードを読み込み終つた途端に B/S,
P/Lを，また必要とあればマトリックスまでをプリントすることができる。
(4) 
所要の時間はカードリード，プリントアウトの時間のみである。」 さらに前
記の欠点に対してほ，電子計算機はそれを完全に排除する。勘定科目数が多
くなっても，記憶容量の大きい装置においては，もちろん問題なく処理可能
である（「財務諸表準則」にあらわれる勘定科目数では 100少しであり，今日
400行400列の産業連関表が電子計算機でつくられることを考えれば， 100 
(5) 
行 100列行列簿記展開表の作成ほ容易である）。 また電子計算機の場合（特
にオンライン・リアルタイム方式において）は，特定の取引が何回発生しよ
うと， 1件の取引を読み取る（インプットする）と同時に該当の桝目の記憶
が即時に更新されうるので，従来の手作業の場合の如き合計転記の必要もな
くなる。それ故，前述のカード式あるいはベクトル形式—行列形式以外の
仕訳帳形式ー一行列形式という組合せでも（取引発生ごとに転記）可能とな
(6) 
る。また任意の時点における最新の財務諸表を自由に出すことができる。
ただし，最後に強調したいことは，電子計算機と行列簿記は完全に適合し
ているが，前節で述べた如<,一般会計だけが機械化されることはほとんど
なく，他の業務の機械化から得られたデータを会計のルールを適用して，自
動仕訳（場合によれば手作業）によつて会計データにかえられた場合に，行
列簿記の活用の可能性が生れるだろうということである。
なおその他，電子計算機と行列簿記の結合により，将来の取引予測による
(3) 木村一嘉稿前掲論文および同稿「会計機械化の基本問題」（実務会計4巻 4号）。
(4) 石田 甫稿前掲論文（実務会計 3巻9号）。
(5) 越村信三郎著前掲書 p.64. 
(6) 高寺教授は，手作業の場合は仕訳帳形式一一行列形式という組合せほ，仕訳帳
への記入からは同種の取引をとりだして，その会計金額を求めることが容易でない
から無効である (p.56)といわれる。手作業の場合には，仕訳帳を伝票式かカード
式にして合計転記する以外に行列形式と組合せることは困難である。
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(7) 
勘定連関予算モデル作成等にも広く活用されうる。
V 計画会計，管理会計と会計情報
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電子計算機による機械化は，単なる会計機械化ではなく，明らかに経営機
械化である。それが管理会計と計画会計（最近では業績評価会計と意思決定
会計ともいわれ位｝の範囲になれば，その特色はより明白になるが，そのこ
とは一般的にほ機械化のそれらの面に対する利用効果のより顕著なことを示
すことにもなる。この点の論述は，最近の内外の文献において多数行われて
いるところであり，われわれも他の機会に十分詳細に検討する予定であるが，
ここではそのような段階における経営情報のうちの会計情報の範囲の限定づ
けが問題となる。
その場合，管理会計においては「統計的モデル」による「確率的手法の導
入」，計画会計においてほ革新的性格をもつ「ORモデル」における「確率的
(2) 
要因」や「不確定要因」を含む点に限界線の問題が生じてくる。
この点ほ恐らく論議のわかれる点とは思われるが，われわれとして前述の
如く，「貨幣的評価」を最大限の枠づけと考える場合，それが伝統的モデルに
よらざるものであってしまた確率的要因，さらに不確定的要因を含むもの
であっても，そのモデルによる総合，あるいは比較において，少くとも費用
と収益の関係で示される会計的表現を限度と考えたい。
H.A．サイモンは，経営者の意思決定に関して両極にある二つの決定の型
を示す。すなわち，一方は定型的決定 (programmeddecisions)，他方は非定
型的決定 (nonprogrammeddecisions)である。そして一方の終りに非常に定
(7) 「アカウテング（会計）革命」 (Computopia'675月号） pp.20~22・東洋大
学涌田研究室編「管理会計と電子計算機」（昭43. 白桃書房） pp.120~ 125. 
(1) 黒沢清他著前掲書 pp.8~10.西沢修稿前掲論文，企業利益研究委員会
「管理会計上の利益概念に関する意見書」（会計91巻 5号）。
(2) 伊藤淳己稿「会計的方法と経営的課題（市大「現代会計学の課題」）」（昭38.森
山書店），岡本清稿「管理会計における情報と測定」（会計93巻 2号），榛原啓市稿
「会計資料のOR的利用」（企業会計20巻 1号），東洋大学涌田研究室編，前掲書
pp. 127 ~ 138. 
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型的な決定があり，他方に高度に非定型的な決定があり，この間が全体とし
て連続体で，連続の過程に各種の灰色の型の決定があるのである。問題が反
復的そして常規的で，決定を行うために明確な手続がきめられていて，決定
の必要が起ったとき，あらためて処理する必要がないような場合，その決定
は定型的である。それに対して，問題が新奇な，非組織的な，そして重要な
(3) 
ものである場合，その決定は非定型的である。
前者の如き反復的な計画の設定と統制に伴う会計を管理会計，後者の如き
(4) 
革新的な計画の設定と統制に伴う会計を経営会計と呼ぶことができる。
反復的活動を内容とする管理会計においてほ，過去の実績記録を利用する
ことが多いが，その場合統計モデルによる統計的な推定が利用される。すな
わち過去からの反復生起した実績記録の集合を確率空間の中の母集団として，
基準の設定は，その舟集団の中からランダムに抽出された標本による母集団
の平均値の統計的推定の過程である。統計学によれば，中心極限定理により
標本平均の分布が，ある一定の中心的代表値に集中するという特性があり，
その度数分布は正規分布（きれいなベル型）となる。
財務会計にあらわれた実績値を基準と比べ，差異額の差異勘定への記録の
分離によって管理可能差異と管理不能差異とに区分する従来の会計的方法に
対し，統計的方法による場合，今期の実績値の偏差が，母集団の平均を中心
としたその前後の許容限界内にあるバラッキによる偶然差異としての管理不
(5) 
要差異か限界外にはみ出した管理必要差異かに区分して統制する。
管理会計において勘定分離による会計的検出にあわせて，統計的技術を利
用した検出方法を活用する側面においても，われわれの認識においてほ何ら
会計的情報の枠をはみだしたものとは考えない。
これに対し非定型的な革新的な計画と統制を内容とする場合，非繰り返し
的であり，一回限りであることが多く，前例や過去の実績はあまり役立たな
(3) H. A. Simon, The New Science of Management Decision, 1960. pp. 5~6. 
(4) 伊藤淳巳稿前掲論文 p.414. ただし，この区分はサイモンの分類と異なる。
ここで経営会計と呼ぶ範囲はサイモンの分類によれば，定型的決定にたいする近代
的テクニックにあたる。なおこの点の詳細な検討は続稿で取り扱う。
(5) 伊藤淳巳稿前掲論文。岡本清稿前掲論文。
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い。それ故，新しい計画についての情報を収集する有力な方法として実験が
あるが，経営活動の如き社会現象においては実験用の紙上モデルを作り，そ
のモデルによって模擬実験 (simulation)をすることが考えられる。モデルほ
画像モデル (iconicmodel)，類似モデル (analoguemodel)，システムモデ）レ
(system model)に分けることができ，それぞれ利用されうるが，種々の条件
に応じて変更を加えることのできる動態的なシミュレーションの道具として
ほ，システムモデルが最適である。
システムモデルは，経営活動の過程的順序を示すフローチャートと各過程
の量的制約条件を示す数式で示されるが，それによって経営活動の諸過程を
総合的にモデル化することができる。そして作成されたモデルを操作する方
法にほ，解析的操作法と試作的実験操作法がある。前者ほ，主として与えら
れた数式モデルが微分可能な性質をもつ特定の場合，微分学を利用して解析
操作する方法である。それに対して，普通シミュレーションと呼ぼれもする
後者ほ，解析的方法の限界を克服するため，モデルの制約条件に与える値を
変え，コンビューター実験を行うことによって，種々の条件に応じたシステ
(6) 
ムの動きを知りそれぞれの計画案を吟味する方法である。
これらのモデルは，内容が革新的であり，関数関係を完全に確定すること
ができるとは限らず，確率的要因はもちろん，さらに不確定要因を含むこと
が多いし，また物量表示で行われることもあるが，モデルが投資と収益，ぁ
るいほ費用と収益の如き関連で示される経営における経済性評価で表わされ
る限り，そこにおいて取り扱われる情報を，われわれほこれまた会計情報と
認識する。
主として加減乗除しか扱わなかった会計学において，統計的手法，さらに
高度の数学的手法，シミュレーション手法を使用するとしても，その本質的
取り扱いにおいて会計的認識を失わない限り，われわれはそこで取り扱われ
る情報を会計情報と呼ぶことは当然である。
(6) 伊藤淳巳著「現代経営管理論」（昭36.有斐閣） pp.58~92. 後尾哲也著「管
理者のためのOR」（昭36.近代セー）レス社） pp.261,-.,297. 河野豊弘著「経営計
画の理論」（昭41. ダイヤモンド社） pp.152 ~ 162. 占部都美他共著「意思決定論」
（昭43. 日本経営出版会） pp.150~170. 
216 (528) 機械化会計の性格（中辻）
VI 結語と残された問題
機械化が進展し，高度化するにつれて，特に電子計算組織の発展により，
単なる会計事務の機械化だけでなく，会計数値に集約される以前の根源的な
各部門業務のデーク処理から電子計算機によって行なわれることになり，総
合的な経営情報システム (MIS)として行われる傾向が強化される。そこ
では，会計資料はこの総合化された経営情報システムの産物の一つとなり，
(1) 
経営情報が会計ルールに従って加工されたものにすぎなくなってくる。経営
機械化の一部としての会計機械化，経営情報システムに包含される会計情報
システムの姿をわれわれは認識する。
しかしここでは何度も述ぺた如く，「機械化会計」という限定された範囲に
おいて生ずる問題を姐上にのせるため，特に意識的に，会計あるいは会計情
報に拘りすぎたとすら思う程度に強調して考えてきた。
われわれの基本的立場としてほ，電子計算機の開発と利用が将来さらに拡
大されることを予想する上において，そこでほ基本となるユニット・レコー
ドが，いずれの利用目的にも役立つ基礎資料の形態によって貯蔵（記憶）さ
れることにより，多元的利用形態をもって展開される総合的経営情報システ
ムが考えられ，ますます何が会計情報であり，何が経営情報であるかという
区別を考えるのが無理となり，また区別する意味がなくなると考える。しか
し会計情報といまわれわれが考えているものが決して消滅するのではなく，
経営情報の中核としてあくまで重要な意味をもつことに変りないのであり，
ただ両者の区別，境界について論ずることはおよそ非生産的なこととなるの
である。
なおここで取上げなかった問題で会計特有の問題として，しかも電子計算
機の今後のいかなる発展に対しても残る問題に「機械化会計と監査」， 特に
「EDPSと監査」，（それに関連して税務との問題）がある。この点につい
ては，ここでも詳細に検討を行わなかった「EDPSと帳簿組織の関係」と
ともに次の機会に研究する。
(1) 楳原啓市稿前掲論文。
